
これまでの取組成果 

 

戦略 プロジェクト 取組成果 

瀬戸

内産

業再

生 

物流拠点港湾

の機能強化 

【国際バルク戦略港湾の整備】 

□ 徳山下松港の港湾計画の全面改訂 

□ 徳山下松港、宇部港の航路・泊地の浚渫工事等を実施し、育成プログラム

に沿った整備を促進 

【物流機能の強化】 

□ 岩国港の荷役機械や、三田尻中関港の臨港道路の供用開始等 

【耐震機能の強化】 

□ 徳山下松港の整備完了 

工業用水の安

定供給 

【周南地区の「水資源・渇水対策」】 

□ 島田川分水に着手(事業計画公表、基本設計着手) 

□ 和田取水の川上ダムへの一時貯留を平成26年度から実施 

【宇部・山陽小野田地区の「渇水対策」】 

□ 宇部丸山ダムへの送水ポンプの設置(平成 26年度から運用開始) 

【全県対象の「新たな取組の検討」】 

□ 節水による減免制度の導入(全地区において平成26年度から実施) 

□ 二部料金制の導入(周南地区において平成26年度から導入) 

物流等基盤の

強化 

【高規格幹線道路の建設促進】 

□ 山陰道（長門・俵山道路）の用地買収の促進、改良工事に着手 

□ 山陰道（未着手区間）の優先区間の絞り込み調査に着手 

【地域高規格道路等の建設促進】 

□ 小郡萩道路(絵堂萩道路)の補助事業採択 

【特殊車両通行許可制度における通行条件の緩和等に向けた利用者ニーズの把

握、輸送ルートの選定等】 

□ 利用者ニーズ等を把握するため、ヒアリング調査を実施し、周南、宇部地

域の輸送ルートを選定 

付加価値の高

い研究開発・

設備投資等の

促進 

□ 「やまぐち産業戦略研究開発等補助金」の創設(H25.10)及び採択(17件) 

□ 政府要望（H25.6、H25.11、H26.6） 

□ 「産業技術センター第２期中期計画」の策定（H26.3） 

□ 年間新規投資件数54件（H25.1～12） 

□ 「企業立地促進補助金」の見直し（戦略産業分野への補助率の引上げ等）（H26.7） 

□ 首都圏での企業立地セミナーの開催（H26.2：東京） 

□ 規制緩和に関する企業ニーズの把握 

□ 相談機能の充実（土壌汚染対策法関係） 

医療 医療関連産業 □ やまぐち医療関連成長戦略推進協議会の設立（H25.10） 



関連

産業

育成

集積 

クラスターの

形成 

□ 設立記念セミナーの開催（H25.11） 

□ 「医療関連産業クラスター構想」の策定(H26.4) 

□ 「地域イノベーション戦略推進地域」の選定（H26.7） 

□ 「やまぐち産業戦略研究開発等補助金」の創設（H25.10）及び採択（9件） 

□ 政府要望（H25.6、H25.11、H26.6） 

□ 「産業技術センター第２期中期計画」の策定(H26.3) 

水素

等環

境関

連産

業育

成集

積 

環境・エネル

ギー産業クラ

スターの形成 

□ 「環境・エネルギー産業クラスター構想」の策定(H26.4) 

□ 「地域イノベーション戦略推進地域」の選定、「地域イノベーション戦略支

援プログラム」の採択（H26.7） 

□ 「やまぐち産業戦略研究開発等補助金」の創設（H25.10）及び採択（8件） 

□ 政府要望（H25.6、H25.11、H26.6） 

□ 「産業技術センター第２期中期計画」の策定（H26.3） 

水素利活用に

よる産業振興

と地域づくり 

□ 液化水素ステーションの誘致（H26.4） 

□ 「やまぐち産業戦略研究開発等補助金」の創設（H25.10） 

□ 政府要望（H25.6、H25.11、H26.6） 

□ 「産業技術センター第２期中期計画」の策定（H26.3） 

□ 「周南市水素利活用構想」の策定（H26.4） 

□ 水素の多角的利用（水素水） 

再生可能エネ

ルギーの導入

促進 

□ 「環境やまぐち推進会議 再生可能エネルギー部会」の設置（H25.11） 

□ 「山口県産再生可能エネルギー関連設備導入支援事業補助金」の創設

(H25.4)及び採択(1,637 件) 

□ 小水力発電：相原発電所の稼働(H26.5) 

        「小水力発電導入ガイドブック」の作成(H26.3) 

        農業水利施設を活用した小水力等発電マスタープランの策定 (H26.4) 

□ EV等次世代自動車：「山口県ＥＶ充電インフラ整備計画」の策定(H25.5) 

宿泊

者数

500 

万人 

明治維新 150

年に向けた観

光需要の拡大 

□ 大河ドラマ「花燃ゆ」平成27年放映決定（H25.12） 

□ やまぐち幕末ＩＳＨＩＮ祭プロジェクト推進委員会の設置（H26.4） 

□ 政府要望（H26.6） 

□ コンベンション検索サイトの開設（H26.5） 

□ 「明治維新150年に係る『薩長土肥』連携事業連絡会議」の開催（H26.2） 

外国人観光客

倍増に向けた

国際観光の推

進 

□ 山口宇部空港初の国際連続チャーター便の実現（H26.1：11往復） 

□ ＳＮＳページの開設（韓国語：H25.7、中国語〔繁体字〕：H25.12） 

□ 政府要望（H25.6、H25.11、H26.6） 

□ 世界文化遺産登録の国内候補に決定（H25.9） 

農林

水産

「やまぐちブ

ランド」等の

□ やまぐちブランド：平成26年 3月末で58商品(目標 40商品) 

□ 長州黒かしわ：専用鶏舎等の整備により、年間3万羽出荷体制を整備 



業活

力向

上 

販路拡大 □ きじはた：約 23 万尾種苗を放流(目標 10 万尾)、幼稚魚保護礁を県内 9 カ

所に整備 

□ 県産木材：木だわり空間整備事業を創設 4施設において、県産木材を使用

した空間を整備 

アジア等に向

けた輸出拡大 

□ 物産展の開催：大立百貨店(台湾)での「日本全國美食技藝展」へ出品(H25.11) 

  香港イオンにおける瀬戸内ブランドフェアへ出品（H25.12） 

□ 輸出ルートの確立：輸出商談会の実施＜参加企業 33 社、参加バイヤー10

か国＞（H25.11） 

□ 販売コーナーの設置：微風廣場（台湾）での販売コーナー設置に向けたテ

スト輸出（H25.11） 

水産業振興基

盤の強化・充

実 

□ 下関漁港の機能強化及び水産業振興拠点施設の整備に係る支援について国

に要望 

 →機能強化については、国の補助事業に採択 

  水産業振興拠点については、一部国の補助事業等が活用可能となる見込み 

□ 下関漁港の機能強化：機能強化に係る基本計画を国が策定し、12 月に県が

事業着手 

□ 水産業振興拠点の整備：推進協議会の設置(H26.1)  

中堅

中小

企業

成長 

技術革新や経

営革新による

中堅・中小企

業の成長 

□ 「産業技術センター第２期中期計画」の策定（H26.3） 

□ よろず支援拠点（経営相談窓口）の設置(H26.6) 

□ やまぐちブランド技術革新計画の提出（H25年度 4件） 

□ 経営革新計画達成累計企業数 184件 

□ やまぐち夢づくり産業支援ファンドの創設（H25.4）及び投資の実行（H25

年度 5件） 

□ ｢やまぐち産業戦略研究開発等補助金｣の創設（H25.10）及び採択（8件） 

建設産業の再

生・強化 

【適正な競争環境の整備】 

□ 予定価格の事後公表：試行結果を踏まえ、平成 26 年度から本格導入(営繕

工事を除く) 

□ 低価格入札対策：調査基準価格の上下限値を撤廃 

平成 26年度からの調査基準価格・最低制限価格引上げ 

【地域維持の体制を長期的に確保する仕組みづくり】 

□ 「地域活力型指名競争入札方式」の導入：試行結果を踏まえ、平成26年度

から本格導入 

【総合的な人材の確保・育成の支援】 

□ 設計労務単価の改訂：二度に渡り引き上げを行うとともに、適正な賃金水

準確保を要請 

□ 担い手の確保・育成：アンケート調査や訪問等調査を実施 



  若手技術者の確保･育成の誘因となる総合評価方式を平成26年度から導入 

 建設産業担い手確保・育成協議会の設立（H26.4） 

産業

を支

える

人づ

くり 

ものづくり産

業等を支える

人材の育成 

□ 専門高校等における地域産業連携型カリキュラムの実施（12校） 

□ 専門高校等における職業資格取得の推進（28講座実施） 

□ ものづくり体験教室の開催（82回）、ものづくりフェスタの開催 

□ 技能五輪全国大会（参加31人、入賞10人）、アビリンピック（参加9人、

入賞2人） 

□ 山口マイスター等の派遣・指導（142回） 

□ 中堅技能者の技能向上研修の開催（14回） 

□ 企業ニーズ等を踏まえた産業技術学校における訓練科の見直し（学校運営

協議会の開催） 

新た

な地

産地

消開

拓 

コンクリート

舗装の活用促

進 

【県が整備する道路における使用範囲の拡大】 

□ 小野田湾岸線（県道妻崎開作小野田線）の一部において、コンクリート舗

装を実施 

【国、市町への普及活動】 

□ コンクリート舗装等の普及のためのPRフェアを開催 

  （→道の駅ソレーネ周南の駐車場整備において、国がコンクリート舗装を実施） 

□ 県、市町の実務者向けのコンクリート舗装活用マニュアルの作成 

その

他の

取り

組む

べき

施策 

コンパクトな

まちづくりの

実現 

【コンパクトなまちづくりモデル事業の推進】 

□ モデル地区の募集を行い、「柳井駅周辺」、「厚狭駅周辺」、「岩田駅周辺」の

3地区を選定 

□ 県と市が協働して、モデル地区の「まちづくり構想案」を作成 

【普及啓発活動】 

□ ｢コンパクトなまちづくり｣の普及啓発のため、県内3箇所で講演会を開催 

 

総合的な取組 

■やまぐち産業戦略 

基金の創設  

○推進計画に掲げる戦略を計画的に推進するに当たり、産業活性化につながる

「将来への投資」に必要な財源を確保するため、新たに基金を創設 

  ・積立額    １５億円 

         （H25.9 月補正：５億円、H26年度当初：１０億円） 

  ・対象事業  長期的・計画的な取組を要する研究、事業展開を促進する

ための新たな事業（産業戦略研究開発助成事業、やまぐち

医療関連成長戦略推進事業） 

■国への要望 

 

○産業戦略に関連する制度・施策の創設や国による規制の改革など、推進計画

のスピード感をもった実行に必要な事項について、要望を実施 

（平成25年 6月、11月、平成26年 6月） 



 


